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新
成
人
の
門
出
を
祝
福

　

1
月
13
日
、総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で「
和
木
町
成
人
式
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、華
や
か
な
着
物
や
凛
々
し
い

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
64
名（
男
性

41
名
、女
性
23
名
）が
出
席
。地
域
の
次
代

を
担
う
新
成
人
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
河
村
教
育
長
は「
心
豊
か
な
社

会
が
蘇
る
よ
う
、ひ
と
り
ひ
と
り
が
心
あ

る
行
動
に
努
め
、夢
と
希
望
を
持
ち
、夢
の

実
現
に
向
け
て
精
進
し
て
く
だ
さ
い
。」と

あ
い
さ
つ
。続
い
て
、駒
井
教
育
委
員
長
か

ら
新
成
人
代
表
の
秋
山
貴
嗣
さ
ん
に
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、古
木
町
長
は「
社
会
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
と
責
任
の
も
と
、ひ
と
り
ひ
と

り
の
夢
に
向
か
っ
て
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
下
さ
い
。若
い
力
と
行
動
力
に
期
待

し
ま
す
。」と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、新
成
人
代
表
の
壹
岐
和
矢
さ

ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、そ
の
後
、町
民

憲
章
の
唱
和
が
関
光
彩
加
さ
ん
に
よ
り
華

や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
き
、新
成
人
で
つ
く
る
実
行

委
員
会
が
企
画
し
た
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場
に
は
、小
・
中
学

校
時
代
の
恩
師
を
招
き
、久
し
ぶ
り
の
再

会
に
お
互
い
の
近
況
を
報
告
し
た
り
、思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、パ
ー
テ
ィ
ー
の
途
中
で
は
、＂
思

い
出
＂の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
形
式

で
放
映
。入
学
式
、運
動
会
、文
化
祭
、修
学

旅
行
、そ
し
て
︰
卒
業
式
。懐
か
し
い
映
像

を
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

懐
か
し
い
友
達
と
の
再
会
を
喜
び
な
が

ら
、大
人
へ
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

た
新
成
人
の
晴
れ
や
か
な
笑
顔
が
印
象
的

で
し
た
。

ま
ち
の
話
題

【
お
礼
の
言
葉
】

　

私
た
ち
は
、成
人
式
と
い
う
大
き
な
人

生
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、こ
れ

か
ら
変
わ
り
ゆ
く
社
会
の
中
で
、ど
の
よ

う
な
夢
や
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
べ

き
か
を
考
え
る
良
い
機
会
だ
と
感
じ
、身

が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。

　

今
、私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
こ
と

は
、仲
間
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、正

義
感
を
持
っ
て
、よ
り
良
い
社
会
を
築
く
こ

と
の
出
来
る
人
間
に
な
る
よ
う
に
、努
力
し

て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
20
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

決
し
て
自
分
一
人
だ
け
で
生
き
て
き
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
、隣
に
座
っ
て
い

る
友
達
、い
つ
も
傍
に
い
る
の
が
当
た
り

前
だ
っ
た
家
族
、熱
心
に
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
な
ど
、多
く
の
人
々
に
支

え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、支
え
て
き
て
下
さ
っ
た
人

た
ち
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
社
会
人
と
し

て
自
ら
の
言
動
に
責
任
を
も
っ
て
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
抜
粋
）

成
人
式 

夢
と
希
望
を
膨
ら
ま
せ
、志
を
新
た
に

成
人
式 

夢
と
希
望
を
膨
ら
ま
せ
、志
を
新
た
に

町民憲章の唱和　関光彩加さん

懐かしい写真をスライドショーで放映

お礼の言葉を述べる　壹岐和矢さん
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1
月
6
日
、澄
み
渡
る
厳
冬
の
青
空
の

下
、中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
新
春
恒
例「
平

成
20
年
和
木
町
消
防
出
初
式
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。式
典
に
は
和
木
町
消
防
団
、

岩
国
地
区
消
防
組
合
中
央
消
防
署
東
出

張
所
、新
日
本
石
油
精
製
㈱
麻
里
布
製

油
所
及
び
三
井
化
学
㈱
岩
国
大
竹
工
場

の
自
衛
消
防
隊
な
ど
、約
1
2
0
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
古
木
町
長
は「
本
町
消
防
団
は

消
防
ポ
ン
プ
等
の
操
法
技
術
に
お
い
て
、県

内
で
も
非
常
に
高
い
評
価
と
実
績
を
残
し

て
お
り
ま
す
。団
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、今
後
も
益
々
ご
活
躍
い
た
だ

き
、本
町
の
防
災
力
の
向
上
と
、町
民
の
皆

様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」と
あ

い
さ
つ
。

　

団
員
の
表
彰
に
続
き
、新
入
団
員
紹
介

で
は
、昨
年
10
月
に
入
団
し
た
7
名
の
女

　

竹
林　

純
治（
第
2
分
団
部
長
）

　

黒
下　

利
夫（
第
2
分
団
部
長
）

　

小
林　

弘
明（
第
2
分
団
班
長
）

　

村
林　

理
史（
第
2
分
団
班
長
）

　

久
森　

哲
夫（
第
2
分
団
班
長
）

　

久
森
マ
サ
ヨ（
第
2
分
団
団
員
）

　

上
岡　

正
則（
第
3
分
団
部
長
）

　

江
島　

一
義（
第
3
分
団
班
長
）

　

平
岡　
　

稔（
第
3
分
団
班
長
）

　

佐
伯　

淳
二（
第
3
分
団
班
長
）

町
長
表
彰

〈
功
労
章
〉

　

與
三
本
高
志（
第
1
分
団
団
員
）

　

河
本　

政
和（
第
1
分
団
団
員
）

　

名
越　

章
博（
第
1
分
団
団
員
）

　

原　
　

保
生（
第
2
分
団
団
員
）

　

和
田　
　

啓（
第
3
分
団
団
員
）

〈
15
年
勤
続
章
〉

　

古
川　

淳
一（
第
2
分
団
分
団
長
）

団
長
表
彰

〈
精
勤
賞
〉

　

岡
内
章
二
郎（
第
2
分
団
団
員
）

新
入
団
員
紹
介

　

中
礒　

和
子（
団
本
部
Ｈ
19
・
10
・
1
）

　

岩
岡
久
美
子（
団
本
部
Ｈ
19
・
10
・
1
）

　

高
倉　

京
子（
団
本
部
Ｈ
19
・
10
・
1
）

　

副
島　
　

梢（
団
本
部
Ｈ
19
・
10
・
1
）

　

田
中　

博
美（
団
本
部
Ｈ
19
・
10
・
1
）

　

日
高　

澄
美（
団
本
部
Ｈ
19
・
10
・
1
）

　

宮
本
ゆ
か
り（
団
本
部
Ｈ
19
・
10
・
1
）

　

森
重　
　

稔（
第
1
分
団
Ｈ
19
・
7
・
1
）

　

宮
本　
　

学（
第
1
分
団
Ｈ
19
・
7
・
1
）

　

中
川　

晃
成（
第
1
分
団
Ｈ
19
・
7
・
1
）

　

小
山　

昌
利（
第
3
分
団
Ｈ
19
・
7
・
1
）

　

山
田　

匡
晃（
第
3
分
団
Ｈ
19
・
7
・
1
）

性
団
員
の
紹
介
が
さ
れ
、凛
々
し
く
、き
び

き
び
と
し
た
動
作
で
先
輩
団
員
達
に
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
役
場
駐
車
場
に
て
一
斉
放
水

が
行
わ
れ
、舞
い
上
が
る
冷
た
い
水
し
ぶ
き

の
中
で
の
初
放
水
に
、見
物
に
来
ら
れ
た

方
々
か
ら
も
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

◎
受
賞
さ
れ
た
方
（々
敬
称
略
）

山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

〈
退
職
者
感
謝
状
〉

　

藤
川　

鞆
道（
前
団
長
）

　

岡
田　

和
之（
前
第
2
分
団
分
団
長
）

〈
功
績
章
〉

　

村
岡　

辰
浩（
第
1
分
団
班
長
）

〈
40
年
勤
続
章
〉（
同
町
長
表
彰
）

　

吉
岡　

勝
徳（
団
長
）

〈
20
年
勤
続
章
〉（
同
町
長
表
彰
）

　

森
脇　

英
治（
第
1
分
団
部
長
）

　

村
岡　

辰
浩（
第
1
分
団
班
長
）

　

末
岡　

靖
士（
第
1
分
団
班
長
）

　

明
本　

光
弘（
第
2
分
団
班
長
）

　

宮
本　
　

茂（
第
2
分
団
団
員
）

　

平
岡　

英
二（
第
3
分
団
班
長
）

〈
10
年
勤
続
章
〉

　

児
玉　

健
次（
第
1
分
団
団
員
）

　

栗
本　

智
行（
第
1
分
団
団
員
）

　

田
上　

広
和（
第
1
分
団
団
員
）

　

小
林　

政
和（
第
1
分
団
団
員
）

　

山
下　

純
二（
第
1
分
団
団
員
）

　

古
川　

淳
一（
第
2
分
団
分
団
長
）

　

米
本　
　

隆（
第
2
分
団
部
長
）

　

12
月
26
日
、文
化
会
館
で
行
政
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、年
3
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、

町
内
全
23
地
区
の
自
治
会
長
と
、古
木
町

長
を
は
じ
め
町
執
行
部
が
出
席
し
、よ
り

良
い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、町
か
ら
、J
R
和
木
駅

の
開
業
日
決
定
及
び
寄
附
金
に
つ
い
て
、

出
前
公
聴
会
の
開
催
結
果
、日
本
大
昭
和

板
紙
㈱
和
木
事
業
所
の
閉
鎖
等
、7
項
目

に
つ
い
て
行
政
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、自
治
会
か
ら
は
、2
0
1
1
年
の

デ
ジ
タ
ル
放
送
化
に
伴
う
ア
イ
・
キ
ャ
ン

の
方
針
、中
学
校
校
舎
建
替
え
や
和
木
駅

駐
輪
場
料
金
等
に
つ
い
て
の
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

豪快に一斉放水

行政懇談会のようす

防
火
防
災
へ
の
意
識
を
新
た
に 

消
防
出
初
式
開
催

ま
ち
の
話
題

行
政
懇
談
会

ま
ち
の
話
題
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1
月
14
日
、蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
及
び
和

木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で「
第
10
回
蜂
ヶ
峯
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
」が
和
木
町
体
育

協
会（
重
本
正
明
会
長
）主
催
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、興
亜
レ
ジ
ャ
ー
開
発
㈱

の
ご
協
力
に
よ
り
、ゴ
ル
フ
場
内
を
走
る

こ
と
が
で
き
る
全
国
的
に
も
珍
し
い
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
で
す
。

　

今
大
会
の
エ
ン
ト
リ
ー
者
数
は
、大

会
発
足
当
時
か
ら
目
標
と
し
て
い
た
1
，

0
0
0
名
を
越
え
、1
，0
0
3
名
。神
奈

川
県
や
福
岡
県
な
ど
遠
方
か
ら
の
参
加
も

あ
り
、第
10
回
記
念
大
会
と
し
て
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、厳
し
い
レ
ー
ス
を
間
近

に
控
え
た
参
加
者
を
古
木
町
長
が
激
励

し
、続
い
て
、和
木
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
キ
ャ
プ
テ
ン
長
峯
寿
真
さ
ん（
中
学
3

年
）が「
力
い
っ
ぱ
い
走
り
ぬ
く
こ
と
を
誓

い
ま
す
」と
力
強
く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま

し
た
。

　

多
く
の
友
人
や
家
族
が
見
守
る
中
、10

時
30
分
に「
5
㎞
コ
ー
ス
」の
部
が
ス
タ
ー

ト
、続
い
て「
3
㎞
コ
ー
ス
」、「
10
㎞
コ
ー

ス
」、「
2
・
2
㎞
コ
ー
ス
」の
部
が
そ
れ
ぞ

れ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
場
内
は
、容
赦
の
な
い
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
の
連
続
。コ
ー
ス
前
半
の
蜂
ヶ
峯

団
地
内
を
軽
快
に
疾
走
し
て
い
た
選
手
の

多
く
が
息
を
切
ら
し
な
が
ら
厳
し
い
表
情

で
力
走
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
先
の
ゴ
ー

ル
付
近
で
は
、ラ
ス
ト
数
十
メ
ー
ト
ル
の

デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
に
多
く
の
観
衆
か
ら
あ
た

た
か
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、公
園
駐
車
場
で
は
、出
場
選
手
ら

に「
う
ど
ん
」と「
ぜ
ん
ざ
い
」が
振
る
舞
わ

れ
、レ
ー
ス
後
の
疲
れ
た
体
に
温
も
り
を

提
供
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、体
育
協
会
会
員
を
は

じ
め
、体
育
指
導
委
員
、婦
人
会
、子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
、P
T
A
連
合
会
、商

工
会
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、生
活
改
善
実
行

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、自
治
会

連
合
会
な
ど
、2
5
0
名
を
超
え
る
方
々

が
大
会
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、今
年
も
読
売
セ
ン
タ
ー
岩
国
東

（
中
津
井
学
所
長
）か
ら
メ
ダ
ル
42
個
、ト

ロ
フ
ィ
ー
9
個
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一般女子5kmの部
第2位　嘉屋真奈美さん

小学1年男子2.2kmの部
第2位　小林聖武君

第10回蜂ヶ峯クロスカントリー大会第10回蜂ヶ峯クロスカントリー大会
エントリー者数1，000 名超達成！エントリー者数1，000 名超達成！
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区　　分 第1位 第2位 第3位 区　　分 第1位 第2位 第3位

一般男子
10㎞の部

石津秀喜
（大竹市）
35分19秒

福元哲郎
（三原市）
37分28秒

真子　輝
（和木町）
38分52秒

小学6年男子
2.2㎞の部

小篠正光
（廿日市市）
8分41秒

冨永貴弘
（周南市）
8分44秒

徳田新之介
（岩国市）
8分54秒

一般女子
10㎞の部

船本優月
（東広島市）
45分58秒

岸田裕子
（広島市）
48分02秒

山本京子
（和木町）
49分22秒

小学6年女子
2.2㎞の部

末広有希歩
（柳井市）
9分19秒

中下結貴
（岩国市）
9分29秒

高杉桃加
（岩国市）
9分41秒

壮年男子
10㎞の部

林田昭浩
（岩国市）
38分06秒

小笹靖弘
（広島市）
38分15秒

橋田数永
（今治市）
39分27秒

小学5年男子
2.2㎞の部

原田友也
（周南市）
9分17秒

鈴見侑大
（福岡県）
9分18秒

属　皓平
（周南市）
9分27秒

壮年女子
10㎞の部

江後圭以子
（廿日市市）
44分37秒

井上登志絵
（光市）
46分16秒

宮本賀世
（広島市）
50分37秒

小学5年女子
2.2㎞の部

柏田奈美
（東広島市）
9分59秒

森脇千里
（岩国市）
10分00秒

藤川明優
（岩国市）
10分05秒

一般男子
5㎞の部

迫　慎一
（庄原市）
17分14秒

井原大地
（岩国市）
17分32秒

江本孝臣
（下松市）
17分53秒

小学4年男子
2.2㎞の部

寺田龍覇
（福岡県）
9分15秒

中山裕隆
（東広島市）
9分19秒

原田　海
（下松市）
9分22秒

一般女子
5㎞の部

大森志穂
（岩国市）
24分37秒

嘉屋真奈美
（和木町）
26分18秒

米澤佳愛
（広島市）
27分24秒

小学4年女子
2.2㎞の部

清水葵衣
（東広島市）
10分20秒

北川　叶
（岩国市）
10分31秒

北川　由
（岩国市）
10分32秒

壮年男子
5㎞の部

田中勝男
（山口市）
17分56秒

伊藤正志
（岩国市）
18分30秒

藤田栄作
（萩市）
18分52秒

小学3年男子
2.2㎞の部

吉田圭太
（東広島市）
9分49秒

山﨑悠大
（周南市）
10分16秒

山崎　翔
（周南市）
10分28秒

壮年女子
5㎞の部

横井由貴子
（防府市）
21分27秒

瀧口加奈子
（山口市）
23分09秒

中本雅子
（岩国市）
23分09秒

小学3年女子
2.2㎞の部

寺田　凛
（福岡県）
10分09秒

藤川さくら
（岩国市）
10分19秒

東　由夏
（岩国市）
11分04秒

中学生男子
5㎞の部

小篠和幸
（廿日市市）
17分32秒

後口陽成
（東広島市）
17分35秒

京面龍太郎
（安芸郡）
17分58秒

小学2年男子
2.2㎞の部

浜下雷馬
（広島市）
10分07秒

田中海那斗
（岩国市）
10分16秒

木村総一郎
（安芸郡）
10分30秒

中学生女子
3㎞の部

妹尾圭子
（広島市）
11分11秒

小田彩乃
（広島市）
11分17秒

古川明日香
（岩国市）
11分38秒

小学2年女子
2.2㎞の部

江本梨里
（下松市）
11分09秒

松本紗奈
（岩国市）
11分21秒

亀谷実加
（岩国市）
11分34秒

中学生男子
5㎞の団体の部

平田中学校
野球部A

1時間36分34秒
観音中学校

1時間36分52秒
川下中学校

1時間37分20秒
小学1年男子
2.2㎞の部

中下遼大
（岩国市）
11分19秒

小林聖武
（和木町）
11分25秒

高野雅也
（広島市）
11分33秒

中学生女子
3㎞の団体の部

平田中学校
ハンドボール部A
59分52秒

観音中学校
1時間01分37秒

平田中学校
ハンドボール部B
1時間07分29秒

小学1年女子
2.2㎞の部

中川弥奈
（岩国市）
12分30秒

兼国春花
（岩国市）
13分55秒

百冨敏恵
（大竹市）
14分02秒

小学生
2.2㎞団体の部

田川RC
46分35秒

周南JAC
46分39秒

東広島陸上クラブA
46分53秒

大 会 の 主 な 結 果

…大会新記録

5kmスタート!!5kmスタート!!ゴルフ場内ゴルフ場内

ゴールはまだ遠い序盤戦ゴールはまだ遠い序盤戦ゴール前でのデッドヒートゴール前でのデッドヒート
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「
あ
い
さ
つ
運
動
」啓
発
作
文
入
選
作
品

　
「
心
の
言
葉
」　

和
木
中
３
年　

 

田
渕
早
紀

　

私
は
、今
年
の
夏
休
み
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
時
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。世
界
で
は
、い
ろ

い
ろ
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　

中
国
語
、英
語
、日
本
語
。で
も
、共
通
し
て

ど
の
国
で
も
あ
る
の
が
、あ
い
さ
つ
で
す
。ど
の

国
に
行
っ
て
も
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。

　

私
は
英
語
を
話
し
た
り
、聞
い
た
り
す
る
の

は
、と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど
無
理
で
す
。

　

で
も
、何
故
か
知
ら
な
い
け
ど
、あ
い
さ
つ
は

し
て
い
ま
し
た
。

　

相
手
か
ら
も
、私
か
ら
も
。

　

朝
起
き
れ
ば「
お
は
よ
う
」、出
会
え
ば「
こ

ん
に
ち
は
」そ
ん
な
普
通
の
こ
と
が
日
本
だ
け
で

は
な
く
、全
世
界
で
し
て
い
る
と
思
う
と
、と
て

も
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、顔
も
笑
顔
に
な
り
ま

「
親
子
の
絆
」

 

思
い
出
づ
く
り
大
作
戦

　

和
木
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
親

子
の
絆
」思
い
出
作
品
づ
く
り
と
し
て
、子
ど

も
の
兄
弟
姉
妹
、親
子
や
家
族
の
写
真
を
活

用
し
て
ラ
ン
チ
マ
ッ
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

無
地
の
白
布
に
思
い
出
の
写
真
を
プ
リ
ン

ト
し
、子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
車
や
列
車

な
ど
の
乗
り
物
、か
わ
い
い
動
物
や
き
れ
い
な

お
花
の
イ
ラ
ス
ト
を
思
い
思
い
に
ち
り
ば
め
、

さ
ら
に
は
手
形
や
足
形
を
写
し
て
最
後
は
き

れ
い
に
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
出
来
上
が
り
。

　

子
ど
も
た
ち
は
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
、

お
母
さ
ん
方
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
制
作
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

で
き
た
ラ
ン
チ
マ
ッ
ト
を
有
効
に
活
用
し

て
正
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

家庭の元気応援キャンペーン

す
。「
こ
ん
に
ち
は
」と
言
わ
れ
た
の
に
、怒
っ

て
あ
い
さ
つ
を
す
る
人
は
い
な
い
と
思
い
ま

す
。た
い
て
い
の
人
が
笑
顔
で「
こ
ん
に
ち
は
」

と
言
い
返
す
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　

言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、あ
い
さ
つ
や
お
礼

を
忘
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
に

必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
笑
顔
で
返
事
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
、あ
い
さ
つ
の

す
ご
さ
に
気
が
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

言
葉
の
通
じ
な
い
場
所
で
も
、あ
い
さ
つ
は
で

き
ま
す
。

　

そ
れ
な
の
に
、言
葉
の
通
じ
る
一つ
の
国
の
中

で
あ
い
さ
つ
が
で
き
な
い
の
は
、お
か
し
な
こ
と
で

す
。

　

あ
い
さ
つ
は
、し
な
い
と
い
け
な
い
と
か
、強
制

的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

心
の
言
葉
で
す
。

　

ま
ず
は
、あ
い
さ
つ
の
す
ご
さ
、大
切
さ
を
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　県の社会教育・文化財課では、家庭の元
気応援キャンペーンとして「親と子の約束カレ
ンダー」と「親と子のふれあいレター」を配布
しています。約束カレンダーでは、基本的生活
習慣を身につけ、親と子の間に強い絆が生ま
れるような取り組みを推進するため、親と子で
「朝30分早く起きてしっかり朝ごはんを食べ
る」や「靴揃えや花の水やり」など約束事を
決め一緒に取り組めるカレンダーを配布して
います。
　また、ふれあいレターでは、日頃思っている
ことを手紙に託して届けるというものです。親
と子の会話が少なくなりがちの思春期のお子
さまがおられるご家庭では、ぜひこのレターを
ご活用いただき素直な気持ちで心のキャッチ
ボールを試みてはいかがでしょうか。
　和木町教育委員会ではこのパンフレットを
無料で配布しております。山口県庁ホーム
ページの「家庭の元気応援キャンペーン」でも
検索できます。
http://.www.pref .yamaguchi . lg . jp/

cms/a50400/kate ikyouiku/
kateinogenki.html

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

“
じ

ぶん
”輝く生涯学習

生涯学習のマスコットです。
かわいがってネ

社会きょういくコーナー
社会教育広報通算359号

わき あい愛
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【絵本の読みきかせ】　毎月第�土曜日開催中！　お楽しみに〜

今月は2月16日㈯に開催
　①　おはなし会サークル「ゆびとま」　10時30分～11時
　②　おはなし会「ぴのきお」　　　　　15時～15時30分

図 書
館 行 事 案 内

利用者
カードを

もって図書館へお越しください。ホームページアドレス
http://www.waki-toshokan.jp/

２
月
の
休
館
日

　
　

4
日
㈪
・
₁₁
日
㈷
・
₁₈
日
㈪
・
2₅
日
㈪

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
▼
図
書
館

　
　

 

（
☎
₅₄

－

0
2
2
2
）

　
　

 

（

₅₄

－

0
2
7
8
）
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向
き
合
お
う 
自
分
の
身
体 

自
分
の
生
活

　

今
回
の
表
題
は
、「
平
成
19
年
度
生
活

習
慣
病
予
防
週
間
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

2
月
1
日
か
ら
7
日
は
生
活
習
慣
病
予
防

週
間
。年
末
年
始
を
あ
わ
た
だ
し
く
過
ご

し
、お
正
月
に
食
べ
過
ぎ
た
り
、寒
い
時
期
な

の
で
日
ご
ろ
運
動
す
る
人
も
休
養
す
る
時

期
に
、こ
の
予
防
週
間
が
設
定
さ
れ
て
い
る

の
は
、ま
た
新
た
に
自
分
の
体
に
向
き
合
う

よ
う
に
と
呼
び
か
け
る
た
め
の
よ
う
で
す
。

　

平
成
12
年
か
ら
厚
生
労
働
省
が
推
進
し

て
い
る
、「
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ

く
り
運
動（
健
康
日
本
21
）」の
中
間
評
価

で
は
、脳
卒
中
・
虚
血
性
心
疾
患
の
死
亡
率

が
改
善
傾
向
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。し

か
し
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
は
、中
高
年
男

性
を
中
心
に
改
善
し
な
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
平
成
20
年
度
か
ら
は
、メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
、全
国
的
に
健
診

の
や
り
方
を
変
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
日
、今
日
、明
日
の
体
の
変
化
は
把
握

し
に
く
い
も
の
で
す
。そ
こ
で
年
に
1
回

の
健
診
は
大
切
な
指
標
に
な
り
ま
す
。こ

れ
ま
で
健
診
を
受
け
て
き
た
人
は
、5
年

間
、10
年
間
と
結
果
を
見
比
べ
て
、そ
の
変

化
の
様
子
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。何
も
変

わ
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。徐
々
に
悪

く
な
っ
て
い
る
項
目
が
あ
れ
ば
、そ
こ
が

弱
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。両
親
や
兄
弟
が
、

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

そ
の
項
目
と
関
係
あ
る
病
気
に
か
か
っ
て

い
れ
ば
な
お
の
こ
と
、弱
み
と
し
て
の
度

合
い
が
強
く
な
り
ま
す
。こ
の
ま
ま
何
も

生
活
習
慣
を
変
え
な
け
れ
ば
、5
年
後
、10

年
後
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
そ
う
か
想
像

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

逆
に
5
年
前
、10
年
前
と
比
べ
て
身
体

の
変
化
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。鏡
の
前
に

立
っ
て
、顔
か
ら
肩
、背
中
、腰
と
順
に
見

て
い
き
ま
し
ょ
う
。皮
膚
の
皺
や
た
る
み

が
目
立
つ
で
し
ょ
う
か
。肩
や
腰
、膝
は
左

右
対
称
の
位
置
で
す
か
。身
体
の
側
面
が

見
え
る
よ
う
に
立
っ
た
と
き
、身
体
の
中

心
か
ら
顔
が
前
に
突
き
出
し
て
い
ま
せ
ん

か
。腰
ま
わ
り
は
ど
う
で
す
か
。見
た
目
の

姿
勢
だ
け
で
も
、10
年
前
の
自
分
と
は
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。触
れ
て
み
る
と
、や

わ
ら
か
く
緩
ん
で
い
る
よ
う
な
⋮
。

　

自
然
に
お
と
ず
れ
る
老
化
で
す
か
ら
、よ

ほ
ど
気
を
つ
け
て
鍛
え
て
い
な
け
れ
ば
、10

年
間
変
わ
ら
な
い
体
型
を
保
つ
こ
と
は
困

難
で
す
。体
重
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
の
に

体
型
は
と
、苦
笑
す
る
人
が
多
い
も
の
で
す
。

「
食
べ
る
量
や
内
容
は
、変
わ
っ
て
い
な
い
の

に
。」と
思
う
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。若
い

こ
ろ
に
は
太
ら
な
か
っ
た
食
事
内
容
や
、特

別
に
運
動
し
な
く
て
も
落
ち
な
か
っ
た
筋
肉

な
ど
、毎
日
の
生
活
は
変
わ
っ
て
い
な
く
て

も
、自
分
の
身
体
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

身
体
や
心
の
状
態
に
向
き
合
っ
て
、生

活
の
見
直
し
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

200ml･400ml献血のお知らせ不妊治療費助成制度のお知らせ

健 康 づ く り 講 演 会

　平成19年4月1日以降の不妊治療費について、
治療費の一部を助成します。助成金申請書は、治
療を受けた日の属する年度の3月31日までに提
出してください。

対　象 ▼

　 町内にいずれかが居住
する戸籍上の夫婦で、夫
及び妻の前年の所得の
合計額が730万円未満
の者

内　容 ▼

　○保険適用の不妊治療費
　　 町が治療費の自己負担分に対して、1年度あ
たり3万円（上限）を通算2年助成します。

　○保険適用外の体外受精・顕微授精の治療費
　　 県が治療費の全額に対して、1年度あたり10
万円（上限）を2回通算5年助成します。

申請窓口及び問合せ ▼

　　保健相談センター（☎52－7290）

　献血は、患者さんの生命を守る愛の活動です。
現在、全国的に血液が不足しています。多くの皆
様のご協力をお待ちしています。
日　時 ▼3月5日㈬
　　　　10時～11時45分
　　　　13時15分～15時30分
場　所 ▼保健相談センター
問合せ ▼保健相談センター
　　　　（☎52－7290）

『メタボリックシンドローム??』
～特定健診の始まり～

講　師　木村医院院長.木村直躬.先生
日　時 ▼3月12日㈬13時30分～15時
場　所 ▼保健相談センター
問合せ ▼保健相談センター（☎52－7290）
※ 20年度から健診が変わるので、メタボリック
シンドロームについて学習しましょう。
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人参
600W
1～ 2分

塩
1/5

酒×2

里芋

ひき肉

椎茸 青ねぎ

溶き卵
しょうが

片栗粉
×4

塩 2/3

薄口しょうゆ
　×1

→

→

→ → →

→
→

→




▲

▲▲

食生活改善推進協議会公開講座

元気アップ教室のお知らせ食推さんのおすすめメニュー

里芋.........360g（小6個）
干し椎茸.................. 1枚
豚ひき肉..................60g
青ねぎ...................... 2本
人参...........30g（1/5本）
卵............................. 1個
生姜....................小さじ1
片栗粉................大さじ4

酒........................小さじ2
食塩............... 小さじ1/5
だし汁............. 4.5カップ
食塩............... 小さじ2/3
薄口しょうゆ........大さじ1
みつば....................少々

　寒い冬の夜にとっても体が温まる一品です。�
� （食推6班　山本由美子）

健 康 カ レ ン ダ ー（2月16日〜3月15日）
月　日（曜） 行　　事 対　　　象 受付時間 場　　所

  2月20日㈬ 1歳6ヶ月児健診 平成18年7月～ 8月生まれ 12：45〜13：00

保 セ 

3歳児健診 平成17年1月～ 2月生まれ

   　21日㈭ 妊婦さんのつどい 妊婦とその家族   9：30〜11：30
プレイルーム 乳幼児とその保護者 10：00〜15：00

   　22日㈮ 元気アップ教室 一般の方 10：00〜11：30

   　28日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者 10：00〜15：00
育児相談 乳幼児とその保護者 13：30〜14：30

   　29日㈮ 健康相談 一般の方   9：30〜10：00 体 育 セ ンター
  3月  3日㈪ 健康相談 一般の方   9：30〜10：00 関 ヶ 浜 分 館

   　  5日㈬ 献血 一般の方 10：00〜11：45 保 セ13：00〜15：30

   　  6日㈭ 健康相談 一般の方   9：30〜10：00 体 育 セ ンター
プレイルーム 乳幼児とその保護者 10：00〜15：00 保 セ   　13日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者 10：00〜15：00

保セ・・・保健相談センター

（材料6人分） 里芋のつみれ汁

a

a

日　時 ▼3月11日㈫13時30分～15時
場　所 ▼シンフォニア岩国  多目的ホール
内　容 ▼
  講演「地域の食材を活かした健康づくり」
� ～食事バランスガイドを活用して～
  講師　高知大学教育学部教授
� 針

はり

谷
がい

順
より

子
こ

 先生
入場料 ▼無料
主　催 ▼岩国健康福祉センター管内
　　　　食生活改善推進協議会
問合せ ▼岩国健康福祉センター管内
　　　　食生活改善推進協議会事務局
� （☎29－1523）

①アロマテラピー
日　時 ▼2月22日㈮10時～11時30分
内　容 ▼『アロマテラピー』
準　備 ▼材料費500円・タオル
申込み ▼ �2月15日㈮まで。先着15名で締め

切ります。
②健康体操
日　時 ▼3月14日㈮10時～11時30分
内　容 ▼『楽しい健康体操』
準　備 ▼ �動きやすい服装・室内シューズ・

タオル・バスタオル・お茶
申込み ▼3月11日㈫まで
①②ともに会場および問合せ先は保健相
談センター(☎52－7290)

●作り方
①下準備
　里芋…皮を除いて茹で、よくつぶす。
　干し椎茸…水で戻し、軸を取り除いてみじん切りにする。
　青ねぎ…小口切りにする。
　人参…みじん切りにし、耐熱皿に乗せてラップをし、レンジで
　1～2分加熱する。
　卵…溶き卵にする。
　生姜…皮を除き、すりおろす。
　みつば…よく洗い、2～3㎝の長さに切る。
②材料を混ぜ合わせる
　�ボウルに　を入れてよく混ぜ合わせ、酒、塩を加えて調味す
る。一人2個ずつの団子を作る。
③鍋で煮る
　�鍋に分量のだし汁を入れて塩、しょうゆで調味し、②の団子を
加えて煮る。アクを取り除きながら、団子が崩れないように注
意する。
④器に盛り付ける
　�器に団子を入れて汁をそそぎ、みつばを飾る。

�



75歳
以上の方へ

4月から

4月から75歳以上の高齢者を対象とした

『後期高齢者医療制度』
� が始まります。

　現在、75歳（一定の障害の状態にある方は65歳）以上の方は、国民健康保険又は被用者保険（政府管掌
健康保険、組合管掌健康保険、船員保険など）に加入しながら「老人保健制度」により医療を受けています
が、4月1日からは、新たに独立した医療制度となる「後期高齢者医療制度」の被保険者として医療を受け
ることになります。

1　被保険者等について
⑴被保険者について
　山口県内にお住まいの方で、以下の①又は②に該当するすべての方が被保険者となり
ます。（生活保護を受けている世帯に属する方は除かれます。）
　①75歳以上の方　（平成20年4月1日以降に75歳になる方は、誕生日から資格取得）
　②�65歳から74歳までの、一定の障害の状態にあることにつき制度の運営主体である山口県後期高齢者
医療広域連合の認定を受けた方　（認定日から資格取得）

　　　※�現在、「老人保健制度」において、一定の障害の状態にあることにつき和木町から認定を受けてい
る方は、4月以降もそのまま「後期高齢者医療制度」の被保険者となります。ただし、この制度に加
入されない場合は、和木町の老人保健制度の担当窓口に障害認定の申請を撤回する届け出が必要
になります。

⑵被保険者証について
　被保険者となる方一人ひとりに「後期高齢者医療被保険者証」が交付されます。
4月以降に医療を受けられる場合は、必ず病院などの窓口に提示してください。

2　保険料について
保険料は、被保険者一人ひとりに納めていただきます。
　※�これまで保険料を負担していなかった被用者保険の被扶養者であった方にも、保険料を納めていただ
くこととなります。　[ 11P 注参照。 ] 

⑴保険料の種類について
　納めていただく保険料額は、

　となります。
　　※　保険料額の算定の詳細につきましては、11、12Pをご覧下さい。

その方の所得に応じて
ご負担いただく
「所得割額」

被保険者の方に等しく
ご負担いただく

「被保険者均等割額」
と の合計

�



⑵保険料の納付方法について
　被保険者の保険料額が決定されると、被保険者一人ひとりに通知書が送付されます。
なお、保険料の納付方法等については、次のとおりです。

対　象　者 納　付　方　法

・年金額が年額18万円未満の方
・�介護保険料と後期高齢者医療保険料を合
わせた額が、年金額の2分の1を超える方
・�災害その他特別の事情により、特別徴収
の方法で保険料を徴収することが著しく
困難な方

・�納付書や口座振替等により、和木町
に対し個別に支払い(普通徴収)

・上記の方以外の方

・年金から自動的に支払い
(特別徴収)

※�平成20年4月1日までに75歳に
なっている方については、平成20
年4月支給分の年金から徴収開始

3　医療の給付について
⑴給付の種類について
　被保険者が受ける療養の給付や各種費用の支給については、新たに設けられる「高額介護合算療養費」を
除き、現行の「老人保健制度」及び「国民健康保険制度」で支給されているものと基本的には同じです。

⑵患者負担について
　被保険者が医療機関で受診した際、かかった費用の1割(現役並み所得者は3割)を医療機関の窓口で支
払っていただきます。
　なお、窓口負担には月ごとの上限額が設けられていますが、この上限額につ
いては「老人保健制度」と同じです。
　※�3割負担となる現役並み所得者に該当するかどうかについては、同一世
帯の被保険者のみの所得と収入により判定します。この判定により、新た
に3割負担と判定される方には激変緩和措置があります。

⑶葬祭費の支給について
　被保険者が死亡したときは、その方の葬祭を行った方の申請により、5万円が支給されます。

　　問合わせ
　　山口県後期高齢者医療広域連合事務局
　　(☎083－921－7110)
　　ホームページ
　　　http://www.koukikourei.townnet.pref.yamaguchi.jp/
　　保健福祉課(☎52－2196)
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その方の所得に応じて
ご負担いただく

「所得割額」　①

被保険者の方に等しく
ご負担いただく

「被保険者均等割額」　②
と

の合計額
　になります

・�33万円(基礎控除額)　
　　　　　　　 以下の場合は、

・�33万円+24万5千円×当該世帯に
属する被保険者数(被保険者である
当該世帯主を除く。)
　　　　　　　 以下の場合は、

・�33万円+35万円×当該世帯に属す
る被保険者数　
　　　　　　　 以下の場合は、

7割軽減により
 14,181円

5割軽減により
23,636円

2割軽減により
37,817円

になります。

注�　制度の被保険者になる前日に被用者保険(国民健康保険組合は除く。)の被扶養者であった方について
は、激変緩和のため、被保険者となってからの2年間は、所得割額は課されず、被保険者均等割額を5割軽減
します。
　�　さらに、平成20年度に限り、特別措置として、被保険者均等割額の負担について、4月から9月までは凍結し、
10月から平成21年3月までは9割軽減することとなっています。

【　参　考　】
　保険料額の算定に必要な所得割率(0.0871)と被保険者均等割額(47,272円)については、県内均一とさ
れ、山口県後期高齢者医療広域連合が、健全な制度運営を行えるよう必要な諸係数を見込んだ上で設定して
います。

保険料額の算定に関する資料

1　保険料額の算定方法について
被保険者一人ひとりが支払う保険料額は、

なお、どんなに所得の高い方でも、年額50万円が最高になります。

　被保険者本人の(※)基礎控除後の総所得金額×0.0871(所得割率)............ ①

※基礎控除後の総所得金額とは
　年金収入のみ(330万円以下)の被保険者の場合、年金収入額から、
　基礎控除額(33万円)と公的年金等控除額(120万円)を引いた金額

　　　　　　　　　　　　　　　47,272円................................................... ②

　ただし、下記の対象者となる所得の低い世帯の方については、

【対象者】
　世帯の被保険者及びその属する世帯
　の世帯主の(※)総所得金額の合計が、

※総所得金額とは
　�年金収入のみ(330万円以下)の
被保険者の場合、年金収入額か
ら、高齢者特別控除額(15万円)
と公的年金等控除額(120万円)
を引いた金額

所 

得 

割 

額

被　

保　

険　

者　

均　

等　

割　

額
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2　世帯における保険料の具体的な事例

【 例 1 】

　被保険者82歳(世帯主)	 公的年金等収入  79万円	 の単身世帯
被保険者 所得割額 被保険者均等割額 合計(年額)
世 帯 主 0円 14,181円 14,181円

　《算定内訳》
所得割額 年金収入額(79万円)が控除額(153万円)を下回るため0円

被保険者均等割額
被保険者の総所得金額で算定する(79万-15万円-120万円<0円)と、
7割軽減により14,181円

【 例 2 】

　夫80歳(世帯主)	 公的年金等収入201万円
　妻77歳	 公的年金等収入  79万円	 の2人世帯

被保険者 所得割額 被保険者均等割額 合計(年額)
夫 41,808円 37,817円 79,625円
妻 0円 37,817円 37,817円

　《算定内訳》

所得割額 夫 {年金収入額(201万円)-控除額(153万円)}×0.0871=41,808円
妻 年金収入額(79万円)が控除額(153万円)を下回るため0円

被保険者均等割額

夫の所得(201万円-15万円-120万円=66万円)と、
妻の所得(79万円-15万円-120万円<0円)を加えると
66万円となり、当該世帯における2割軽減の基準額(33万円+35万円×2人=103
万円)を下回るため2人とも37,817円

【 例 3 】
　夫80歳	 公的年金等収入201万円
　妻77歳	 公的年金等収入  79万円
　息子50歳(世帯主)	 営業所得　　　100万円
　息子の妻48歳	 所得なし	 の4人世帯

被保険者 所得割額 被保険者均等割額 合計(年額)
夫 41,808円 47,272円 89,080円
妻 0円 47,272円 47,272円

　《算定内訳》

所得割額 夫 被保険者本人の基礎控除後の総所得金額で算定するため、例2と同じ額妻

被保険者均等割額

夫の所得(201万円-15万円-120万円=66万円)と、
妻の所得(79万-15万円-120万円<0円)と、
息子(世帯主)の所得100万円を加えると166万円となり、当該世帯における2割軽
減の基準額(33万円+35万円×2人=103万円)を上回るため2人とも47,272円
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い
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す
。
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時
▼
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㈭　
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時
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民
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談
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談
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分
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時
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岩
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場　

所
▼�

岩
国
市
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー（
岩
国
市
岩
国
4
丁
目
2

番
20
号
）

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

�

（
☎
52

－

2
1
9
5
）

年
金
相
談
所
開
設

日　

時
▼
2
月
8
日
㈮　

10
時
～
16
時

場　

所
▼
役
場
議
会
棟
1
階　

委
員
会
室

担
当
者
▼
岩
国
社
会
保
険
事
務
所
職
員

相
談
内
容
▼�

ね
ん
き
ん
特
別
便
に
関
す
る

相
談
な
ど

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

�

（
☎
52

－

2
1
9
6
）

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
す
べ
て
の
方
は
、国
民
年
金
に
加
入
し

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
営
業
者
・
学
生
・フ
リ
ー
タ
ー
の
方
な
ど

が
20
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、役
場
へ
国
民
年

金
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。ま
た
、厚

生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
加
入
者（
第

2
号
被
保
険
者
）に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
の
方
が
20
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、第
2

号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
加
入

の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、2
号
被
保
険
者
が
20
歳
に
な
っ

た
と
き
は
、加
入
の
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
き
ち
ん
と

し
て
、保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
!

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

�

（
☎
52

－

2
1
9
6
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居

申
込
み
を
停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

�

（
☎
52

－

2
1
9
7
）

鳥
類
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
へ

～
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

�

に
つ
い
て
～

　

依
然
と
し
て
中
国
や
タ
イ
、イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
、東
南
ア
ジ
ア
地
域
な
ど
で
発

生
が
継
続
し
て
お
り
、最
近
で
は
韓
国
で

も
発
生
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、今
後
も
警

戒
が
必
要
で
す
。国
内
で
は
適
切
な
防
疫

対
策
に
よ
り
、現
在
は
発
生
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

野
鳥
と
の
接
触
を
さ
け
ま
し
ょ
う
!

○
飼
育
ゲ
ー
ジ
の
点
検
・
補
修

○
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
活
用

○
小
屋
周
辺
に
消
石
灰
散
布

水
や
エ
サ
の
管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
!

○
清
潔
な
エ
サ
を
与
え
る

○�

水
は
飲
用
に
適
し
た
も
の
を
与
え
る

（
野
鳥
の
飛
来
す
る
池
の
水
は
不
可
）

飼
い
方
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
!

○
飼
育
場
所
へ
は
、専
用
の
長
靴
で

○�

消
毒
液（
逆
性
石
け
ん
液
等
、薬
局
等
で

販
売
）の
活
用

異
常
が
あ
れ
ば
連
絡
を
し
ま
し
ょ
う
!

○�

続
け
て
死
亡
す
る
な
ど
、異
常
が
あ
れ

ば
左
記
の
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
た
は
役

場
へ
連
絡
を
！

　

鳥
類
に
限
ら
ず
、動
物
を
さ
わ
っ
た
後

は
、手
洗
い
・
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、フ
ン
は
速
や
か
に
処
理
を
し
て
、

動
物
の
ま
わ
り
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
を
こ

こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
東
部
家
畜
保
健
衛
生
所

�

（
☎
0
8
2
0

－

22

－

2
4
1
6
）

住
民
サ
ー
ビ
ス
課�

（
☎
52

－

2
1
9
4
）
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【
議
会
放
映
の
改
善
に
つ
い
て
】

　

議
会
の
放
映
は
、ア
イ
・
キ
ャ
ン
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、本
会
議
場
だ
け
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。内
容
に
よ
っ
て
は
、特
定
の

人
が
発
言
し
な
い
な
ど
、態
度
も
ど
う
か

と
思
わ
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。こ
う
し

た
こ
と
は
、見
る
側
か
ら
す
る
と
、活
力
あ

る
議
会
に
は
見
え
ま
せ
ん
。各
委
員
会
な

ど
で
は
も
っ
と
議
論
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。そ
ん
な
映
像
を
放
送
し
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。そ
う
す
れ
ば
、議
会
の
活
性
化

に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
】

　

議
会
も
本
会
議
だ
け
で
な
く
委
員
会
も

ア
イ
・
キ
ャ
ン
で
放
映
で
き
れ
ば
、今
以
上

に
議
会
活
動
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、議
会
側
も
放
映
に

や
ぶ
さ
か
で
な
い
旨
の
回
答
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。し
か
し
、委
員
会
放
映
を
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、委
員
会
室
の

設
備
工
事
等
や
撮
影
・
編
集
作
業
等
に
も

相
当
の
経
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、今

後
の
研
究
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
つ
い
て
】

　

町
議
会
だ
よ
り
の
中
止
は
、ア
イ
・
キ
ャ

ン
で
の
放
送
や
広
報
わ
き
へ
の
掲
載
な
ど

が
あ
る
た
め
中
止
さ
れ
た
と
理
解
し
て
い

ま
す
が
、ア
イ
・
キ
ャ
ン
を
受
信
で
き
る
家

も
1
0
0
％
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。何
よ
り

も「
議
会
だ
よ
り
」は
議
員
の
責
務
だ
と
思

い
ま
す
し
、議
員
の
考
え
や
思
い
を
伝
え

る
紙
面
だ
と
思
い
ま
す
。議
員
の
話
に
な

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、是
非
発
行
を
考

え
て
下
さ
い
。開
か
れ
た
町
政
、情
報
公
開

も
昨
今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
時
代
だ
と
ば
か
り
言
わ
ず
、こ

れ
ら
は
見
ら
れ
な
い
人
も
い
る
し
、見
な

い
人
も
い
ま
す
。見
な
い
の
が
悪
い
ば
か

り
で
は
な
く
、町
民
全
員
に
見
え
る
よ
う

な
理
解
で
き
る
方
法
・
手
段
を
取
っ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
】（
和
木
町
議
会
に
よ
る
回
答
）

　

議
会
だ
よ
り
の
中
止
に
つ
き
ま
し
て

は
、ご
提
言
の
と
お
り
ア
イ
・
キ
ャ
ン
で
の

放
送
が
あ
る
こ
と
や
町
の
広
報
紙
に「
議

会
情
報
」を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、や
む

な
く
廃
刊
し
た
と
こ
ろ
で
す
。議
会
開
催

時
に
は
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
す
の
で
、是
非
、議
会
の
傍
聴
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。議
員
の
中
に
も
数
人「
議
会
だ

よ
り
」の
復
活
を
望
む
声
も
あ
り
ま
す
が
、

発
行
に
要
す
る
時
間
や
経
費
に
も
問
題
が

あ
り
、議
会
で
も
再
発
行
の
検
討
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
出
前
公
聴
会
議
事
録
の
公
開
に
つ
い
て
】

　

出
前
公
聴
会
各
会
で
出
た
質
疑
の
内
容

を
町
民
に
分
か
る
よ
う
に
町
広
報
や
回

覧
、掲
示
板
な
ど
で
公
開
で
き
な
い
で
し

ょ
う
か
。町
民
が
何
を
考
え
て
い
る
か
、要

望
し
て
い
る
か
な
ど
が
分
か
り
、問
題
点
が

共
有
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。病
院

等
で
は
、要
望
、提
案
に
対
す
る
回
答
を
掲

示
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ

ら
の
事
項
を
回
答
付
き
で
目
に
付
く
と
こ

ろ
に
掲
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、好
感

が
も
て
ま
す
。情
報
公
開
の
町
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
】

　

出
前
公
聴
会
は
、今
回
で
4
回
目
と
な

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
3
回
の
出
前
公
聴
会

で
は
、い
た
だ
い
た
ご
意
見
、ご
要
望
に
対

す
る
町
の
対
応
の
第
1
段
階
で
の
取
り
ま

と
め
と
、最
終
取
り
ま
と
め
を
行
な
い
、開

催
場
所
ご
と
に
分
け
て
自
治
会
長
さ
ん
に

お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
。ご
都
合
に
よ
り

出
前
公
聴
会
へ
の
出
席
が
か
な
わ
な
か
っ

た
場
合
で
も
、自
治
会
長
さ
ん
に
お
尋
ね

い
た
だ
け
れ
ば
、そ
の
会
の
状
況
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、ご
意
見
取
り
ま
と
め
の
掲
示
に

つ
い
て
は
、3
0
0
項
目
以
上
に
わ
た
る

膨
大
な
も
の
で
す
の
で
、現
在
の
と
こ
ろ

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

ご
提
言
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　

提
言
箱
は
、役
場（
玄
関
）、文
化
会
館
、

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
2
階
、体

育
セ
ン
タ
ー
、関
ヶ
浜
分
館
、瀬
田
分
館

に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
の

「
声
」を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、提
言
内
容
の
確
認
及
び
、ご
本
人

へ
の
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、投

稿
の
際
に
は
、必
ず
、住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。匿
名
等
の
提

言
に
つ
き
ま
し
て
は
、町
政
の
参
考
に
は

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、広
報
紙
で
の

回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
6
）

『
は
っ
ち
の
家
』

新
規
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

ア
イ
・
キ
ャ
ン
に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

～
サ
ー
ビ
ス
が
一
時
中
断
し
ま
す
～

　

完
全
デ
ジ
タ
ル
放
送
化
を
前
に
、メ
ン

テ
ナ
ン
ス
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
ご
家
庭
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
が
一
時
中
断
し
ま
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
・
ご
協
力

の
程
、宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

工
事
実
施
日
時
▼

【
第
1
回
目
】2
月
14
日
㈭

①
9
時
～
12
時

　

1
時
間
～
2
時
間
程
度
の
中
断
。

②
13
時
～
16
時

　

�

一
部
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
5
～
10
秒
程

度
の
中
断
。

【
第
2
回
目
】2
月
25
日
㈪
0
時
～
5
時

　

�

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
・
C
S
・
B
S
デ

ジ
タ
ル
放
送
全
般
。

　

工
事
の
都
合
で
時
間
が
多
少
延
び
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

ア
イ
・
キ
ャ
ン

�

（

0
1
2
0

－

1
8
9
2

－

3
4
）

企
画
総
務
課�

（
☎
52

－

2
1
3
6
）

勤
務
時
間
▼
3
月
中
旬
～
11
月
末

曜
日
・
時
間
▼�
土
・
日
・
祝�

9
時
～
17
時

採
用
条
件
▼�
和
木
町
在
住
で
高
校
生
以

上
の
方

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
商
工
会�（
☎
53

－

2
0
6
6
）

町
長
へ
の
提
言
箱
か
ら
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確
定
申
告
が
必
要
な
方

●
土
地
、建
物
な
ど
を
譲
渡
し
た
方

●
寄
附
金
を
支
払
っ
た
方

●
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
方

●
年
の
中
途
で
退
職
し
、年
末
調
整
を
し

　

て
い
な
い
方

●
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で
取
得
し

　

た
方

●
生
命
保
険
の
満
期
金
や
個
人
年
金
を
受

　

け
取
っ
た
方

● 

収
入
が
、給
与
、ま
た
は
公
的
年
金
の
み

の
方
で
、医
療
費
控
除
、雑
損
控
除
、寄

付
金
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

●
年
末
調
整
済
み
の
給
与
以
外
の
所
得
が

　

20
万
円
を
超
え
る
方　

な
ど

※ 

平
成
19
年
中
に
和
木
駅
設
置
期
成
同
盟

会
へ
5
，0
0
0
円
以
上
寄
附
を
さ
れ

た
方
は
、5
，0
0
0
円
を
超
え
た
分
が

寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で

申
告
を
お
忘
れ
な
く
。

※ 

平
成
19
年
中
に
和
木
町
に
支
払
っ
た
国

民
健
康
保
険
料
や
介
護
保
険
料
な
ど
の

納
付
証
明
書
は
税
務
課
で
発
行
で
き
ま

す
。

問
合
せ
▼

　

岩
国
税
務
署 

（
☎
22

－

0
1
1
1
）

　

和
木
町
税
務
課 

（
☎
52

－

2
1
9
3
）

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

 

︵
e

－

T
a
x
︶に
つ
い
て

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、自
宅

で
申
告
で
き
る
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
で
す
。

e

－
T
a
x 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

 
http://w

w
w
.e-tax.nta.go.jp/

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

 

申
告
書
の
作
成

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
ご
利
用
に
な
れ

ば
、申
告
書
等
が
作
成
で
き
ま
す
。ご
利
用

く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

 
http://w

w
w
.nta.go.jp/

町
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
19
年
12

月
31
日
ま
で
に
生
じ
た
所
得
を
申
告
し
て

い
た
だ
き
、そ
の
所
得
を
基
礎
と
し
て
平

成
20
年
度
の
税
額
を
算
出
し
ま
す
。

町
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
方
へ

　

町
営
住
宅
の
家
賃
を
正
し
く
算
出
す
る

基
礎
と
な
り
ま
す
の
で
、収
入
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
に

 
加
入
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

保
険
料
を
正
し
く
算
出
す
る
基
礎
と
な

り
ま
す
の
で
、収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、す
べ
て
の
収
入
を
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。世
帯
全
員
の
申
告
が
な
い
と
保

険
料
の
軽
減
が
さ
れ
な
い
場
合
や
、上
位

所
得
者
と
し
て
ラ
ン
ク
さ
れ
、医
療
機
関

で
の
一
部
負
担
金
が
増
加
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
20
年
1
月
1
日
現
在
、町
内
に
居

住
し
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

● 

平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、所
得
税

か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
引
き
き
れ

な
か
っ
た
方

● 

給
与
所
得
者
で
、勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
の
提
出
が
さ
れ
な
か
っ
た
方

● 

前
年
中
に
退
職
し
、再
就
職
し
て
い
な

い
方

● 

給
与
以
外
に
所
得
の
あ
っ
た
方
、ま
た

は
2
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
た
方

● 

前
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
方　

な
ど

■
町
県
民
税
の
申
告
が
不
要
な
方

● 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
方

● 

給
与
所
得
の
み
の
方
で
、勤
務
先
か
ら

税
務
課
へ
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が

あ
っ
た
方

● 

年
金
支
払
者
か
ら
税
務
課
へ
公
的
年
金

等
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
方

はじまります！確定申告
所得税の確定申告が、2月18日㈪からはじまります。
申告の期限は3月17日㈪です。
最終週は大変混雑することが予想されます。申告はお早めに！

窓
口
ま
た
は
郵
便
送
付
で
。

自
分
で
書
い
て
、お
早
め
に
。

申
告
期
限
は
3
月
₁₇
日
㈪
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
申
告
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。該
当
さ
れ
る
方
は
必
ず
税
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
税
務
課.

（
☎
52

－

2
1
9
3
）
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幼
稚
園
入
園
説
明
会

消費者生活相談
だより Vol.40
インターネットオークションで

バイクの購入契約をしたが
解約したい

和

木

短

歌

教

室

ゆ
く
こ
の
年
悲
喜
こ
も
ご
も
に
ゆ
れ
動
く

　

大
き
く
小
さ
く
胸
の
振
り
子
は�

大
野　

千
尋

か
さ
こ
そ
と
枯
葉
の
ダ
ン
ス
リ
ズ
ム
と
り

　

風
に
吹
か
れ
て
飛
び
は
ね
踊
る�

神
園　

静
美

も
ぎ
た
て
の
無
人
売
店
の
茄
子
胡
瓜

　

ふ
ぞ
ろ
い
な
れ
ど
み
な
み
ず
み
ず
し

�

広
宇
次
信
子

か
ず
か
ず
の
橙
み
の
り
あ
ざ
や
な

　

冬
空
見
上
げ
幸
多
か
れ
と�

田
渕
ハ
ネ
子

幼
児
の
「
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
ネ
」
振
り
む
け
ば

　

言
葉
み
つ
か
る
ま
で
の
呼
び
か
け�

横
川
美
代
子

和
木
俳
句
教
室
句
会

（
1
月
1�
日
句
会
）

参
拝
の
人
に
混
じ
り
て
冬
の
鹿�

陣
場　

孝
子

遠
山
に
雪
雲
か
か
り
若
菜
摘
む�

灰
岡
美
穂
子

婆
の
尻
つ
つ
く
畑
の
寒
鴉�

平
岡　

菊
江

独
り
居
の
夢
ま
ぼ
ろ
し
の
三
が
日�

山
重　

杵
子

師
の
句
碑
の
真
白
き
文
字
や
梅
一
輪�

与
三
本
愛
子

問
合
せ

企
画
総
務
課（
☎
52

－

2
1
3
6
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎（
☎
52

－

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3

－

9
2
4

－

2
4
2
1
）

【
相　

談
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
バ
イ
ク
を
落
札
し
、購
入
し
た
。

落
札
し
た
バ
イ
ク
が
届
い
た
が
、エ

ン
ジ
ン
が
掛
か
ら
な
か
っ
た
た
め

解
約
を
申
し
出
た
が
断
ら
れ
た
。

【
処　

理
】

　

契
約
時
に
エ
ン
ジ
ン
の
不
具
合

に
つ
い
て
の
説
明
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、契
約
解
除
を
内
容
証
明
で

主
張
す
る
よ
う
に
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、ま
ず

信
用
で
き
る
相
手
先
を
選
ぶ
と
と

も
に
、写
真
で
は
分
か
ら
な
い
部
分

や
疑
問
点
は
、あ
ら
か
じ
め
出
品
者

に
質
問
し
て
か
ら
取
引
を
し
ま
し

ょ
う
。出
品
者
が
事
業
者
で
あ
れ
ば

特
定
商
取
引
法
の
規
制
を
受
け
、一

定
の
事
項
に
つ
い
て
表
示
義
務
が

あ
り
ま
す
が
、出
品
者
が
事
業
者
と

認
め
ら
れ
な
い
場
合
、オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
の
取
引
は
個
人
間
売
買
と
な

る
た
め
、特
定
商
取
引
法
な
ど
消
費

者
保
護
の
法
規
制
は
な
く
、ト
ラ
ブ

ル
が
生
じ
て
も
既
に
相
手
が
ネ
ッ

ト
上
か
ら
消
え
て
連
絡
が
取
れ
な

い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の

危
険
性
に
十
分
配
慮
し
て
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

平
成
₂₀
年
度
保
育
所
入
所
児

 

︵
0
～
2
歳
児
︶募
集
中

受
付
期
間
▼
2
月
15
日
㈮
ま
で

受
付
場
所
▼
保
健
福
祉
課

申
込
方
法
▼

　

申
込
書（
保
健
福
祉
課
に
て
配
布
）

に
、保
護
者
全
員
の
就
労
証
明
書
と

19
年
分
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定

申
告
書
の
写
等
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

入
所
資
格
▼

　

保
護
者
、同
居
の
親
族
及
び
そ
の

他
の
方
が
、就
業
、病
気
等
で
保
育
が

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

入
所
決
定
▼
3
月
上
旬（
予
定
）

※ 

3
歳
以
上
は
、幼
稚
園
で
教
育
・
保

育
を
実
施
し
ま
す
の
で
、保
育
所

は
平
成
17
年
4
月
2
日
以
降
に
出

生
さ
れ
た
乳
幼
児
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課　

福
祉
係

 

（
☎
52

－

2
1
9
5
）

寄 

付
・
寄 

贈

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議

会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

　

岡
本　

勝
之
さ
ん （
和
木
地
区
）

　

米
元　
　

強
さ
ん （
和
木
地
区
）

　

岡
本
美
恵
子
さ
ん （
関
ヶ
浜
地
区
）

●
一
般
寄
付

　

匿
名
様 

（
和
木
地
区
）

　

岡
本
勝
之
さ
ん 

（
和
木
地
区
）

　
　

か
ら
椅
子
10
脚

　

和
木
幼
稚
園
で
は
、平
成
20
年
度

の
入
園
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

対　

象
▼

平
成
16
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
17
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

日　

時
▼

 

2
月
6
日
㈬
9
時
30
分
か
ら

場　

所
▼
和
木
幼
稚
園
遊
戯
室

お
願
い
▼ 

印
鑑
、筆
記
用
具
、上
履
き

を
ご
持
参
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼
和
木
幼
稚
園

 

（
☎
52

－

2
7
0
7
）
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和木町のごみは、本当は減っていない？
　ここ数年で比較してみると、町全体
で排出されるごみは、減少しています。
しかし、それは、人口の減少が最大の
要因でした。全体では、人口が、減少
すればごみの排出が人口に合わせて減
少してきます。しかし、排出されるす
べてのごみ量を 1 日 1 人当たり排出量
として比較した右のグラフで見てみる
と、平成 16 年度の粗大ごみ有料化直
前の一時的な増加を除けば、大きな変
化はなく、数値は低いものの横ばい傾
向と言っていいでしょう。
　全国は横ばい傾向、山口県全体としては、微増の傾向にあるのかもしれません。このデータだけで断
言することはできませんが、ごみの減量化自体進んでいないのが現実なのではないでしょうか。
　それでは、これから自治体として和木町の住民としてどうしていけばいいのでしょうか。

　効率のよい再資源化を表す言葉に、
「リサイクル率」があります。右のグラ
フを見ると、全国や山口県では、リサ
イクル率が大幅にまたは徐々に上昇し
ているのが分かると思います。しかし、
和木町では、全体的に下降しており、
徐々に山口県全域に近づきつつありま
す。
　リサイクル（再資源化）が後退して
いるのはどうしてでしょうか？
　確かに、紙の食器やリターナブルを
考慮した方法等でリサイクルできる物
がごみとして排出されないというのも
一因かもしれません。しかし、ごみの排出量は減ってはいないのです。これはどうしてでしょうか？
　みなさんは、どう思います？

和木町のごみ事情

春
野
菜
づ
く
り
講
習
会

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
参
加
者
募
集

　

和
木
町
農
業
振
興
研
究
会
及
び
山
口
東

農
協
和
木
支
所
の
共
催
に
よ
る「
春
野
菜

づ
く
り
講
習
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
安
心
・
安
全
・
新
鮮
」な
自
給
野
菜
、家

庭
菜
園
づ
く
り
の
講
習
会
で
す
。多
数
の

町
民
の
皆
さ
ん
が
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う

ご
案
内
し
ま
す
。

日　

時
▼
2
月
19
日
㈫　

13
時
～

場　

所
▼
農
協
和
木
支
所
3
階
会
議
室

内　

容
▼
野
菜
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　

⑴
野
菜
栽
培
の
基
礎
知
識

　
　
　
　

⑵
病
害
虫
の
対
策

　
　
　
　

⑶
生
産
資
材
の
紹
介　

等

講　

師
▼
岩
国
農
林
事
務
所
指
導
員

　
　
　
　

J
A
山
口
東
営
農
指
導
員

日　

時
▼
3
月
16
日
㈰　

9
時
～

場　

所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

種　

目
▼
一
般
男
子
A
、B
、C
、D
級
複

　
　
　
　

一
般
女
子
A
、B
、C
、D
級
複

　
　
　
　

中
学
生
複
合
の
部

　
　
　
　

小
学
生
複
合
の
部

　
　
　
　

親
子
複
合
の
部（
小
学
生
以
下
）

試
合
方
法
▼
リ
ー
グ
戦
又
は

　
　
　
　
　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

参
加
資
格
▼�

和
木
町
在
住
、在
勤
、和
木
町

体
育
協
会
会
員

参
加
料
▼

�

一
般
・
高
校
生　

3
0
0
円（
一
人
）

�

　

小
、中
学
生　

1
0
0
円（
一
人
）

申
込
期
日
▼
3
月
7
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
52

－

2
8
1
1
）

�

（

52

－

9
1
4
9
）
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？ ？ ？家電リサイクル法ってなに？
◆家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）とは…
　廃棄される家電製品（特定家庭用機器）の適正な処理と、そこから生まれる資源の有効な利用を図るため、製
品をつくったメーカーや販売した小売店と一緒に消費者の皆さんが協力して、リサイクル社会をつくること
を目的とした法律で、平成13年4月1日から施行されました。

■対象になる家電製品■ 

■家電リサイクル法におけるそれぞれの役割■
○消費者（使った人）
　 　使わなくなった対象家電製品が、きちんとリサイクルできるように家電小売店などに引き渡してくださ

い。引き渡す際に「家電メーカーが再商品化する料金」と「小売店が回収・運搬する料金」が必要になります。
なお、これらの料金には別途消費税がかかります。
○家電小売店（回収・運搬する人）
　 　以前に販売した対象家電製品や、新しく対象家電製品を買ったお客様から、それまで使っていた同じ種類

の対象家電製品の引き取りを行います。
　　※ 引き取った対象家電製品は、その対象家電製品をつくった家電メーカーなどに引き渡されます。
○家電メーカー（再生する人）
　 　預かった家電製品から、可能な限り資源物（金属、ガラス、プラスチックなど）を回収し再商品化（再資源

化）します。
　　※エアコンと冷蔵庫に含まれる冷媒用フロン・代替フロンは回収して、再利用または破壊を行います。

県道舗装工事に伴う交通規制のお知らせ
　県道の舗装修繕工事が、関ケ浜地区、和木地区において実施されます。これに伴い、下記のとおり交通規
制が行われますので、皆様のご協力をお願いいたします。

○関ケ浜地区（2箇所）
　　場　　所　:　①現在工事中のかけ地区より、下流側へ300m区間。 （規制区間が延長されます。）
　　　　　　　  ②和田衣料品店前の100m区間。
　　規制内容　:　片側交互通行　時間帯　9：00～16：00
　　期　　間　:　2月12日㈫〜2月22日㈮の内、4日間
○和木地区
　　場　　所　:　③米元広右衛門記念碑から交差点へ200m区間。
　　規制内容　:　全面通行止め　時間帯　9：00～16：00
　　期　　間　:　�月�日㈪〜�月14日㈮の内、4日間

※迂回路等、詳細については別途お知らせいたします。

（かけ地区工事箇所）

小学校

 

①

② ③

※迂回路等、詳細については別途お知らせいたします。

（かけ地区工事箇所）

小学校

連絡先 山口県岩国土木建築事務所
和木町役場都市建築課
施工者　㈱ミヤベ

 29－1541
 52－2197
 29－6245

連絡先 山口県岩国土木建築事務所
和木町役場都市建築課
施工者　㈱ミヤベ

 29－1541
 52－2197
 29－6245

 

①

② ③

NO.1？？
わき Net No.11（H20.2）

？
わき Netわき Net環

境

・エアコン
・テレビ
・冷蔵庫（冷凍庫）
・洗濯機の4種類

1�



募
集
人
数
▼
若
干
名

応
募
資
格
▼�
保
健
師
免
許
を
取
得
さ

れ
て
い
る
方

業
務
内
容
▼�

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
健
診
・
保
健
指
導

（
月
に
数
日
程
度
）

応
募
方
法
▼�

2
月
20
日
㈬
ま
で
に
履

歴
書
及
び
保
健
師
免
許

証
（写）
を
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
52

－

7
2
9
0
）

窓口の受付は、2月4日㈪から
　平成20年度の交通災害共済は、婦人会又は自治会の方が
2月18日㈪から3月7日㈮までの間に、各家庭を訪問し募集を行
ないます。
　この期間中に不在等でご都合の悪い方は、役場保健福祉
課で、2月4日㈪から2月13日㈬まで、加入の受付をいたします。
　交通災害共済事業は、少ない掛金で加入できる助け合い
制度です。ぜひ加入しましょう。
　※募集期間終了後も加入することができます。
掛　金 ▼○一人につき　　500円
　　　　○中学生以下　　300円
　　　　○4月1日現在で、満60歳以上の方は無料
共済見舞金の請求 ▼

　事故が起きたら、次の書類を保健福祉課に提出して下さい。
①交通事故証明書、または交通事故申立書
②医師の診断書、または治療申立書
③交通災害共済見舞金請求書
④死亡の場合は、死亡診断書および戸籍謄本
　※�道路上の事故は、原則として「事故証明書」が必要です。
事故が起きたら、どんな小さな事故（例えば自転車での転
倒）でも警察に届けて下さい。

請求期間 ▼

　交通事故により災害を受けた日から2年間見舞金の請求が
できます。
問合せ ▼保健福祉課（☎52－2195）

交通災害共済の会員を募集します

固定資産税 �������������������� 4期分

国民健康保険料 ������������ 8期分

介護保険料 �������������������� 8期分

町営住宅使用料 ������������ 2月分

※納期内に納めましょう!

問合せ ▼税務課

　　　　（☎52－2193）

今月の納税 パ
ー
ト
保
健
師
募
集

　

広
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き
に
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載
し
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写
真
を
無

料
で
差
し
上
げ
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す
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希
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方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
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（百人）3 2 1 0 0 1 2 34

201
174

168
216

184
235
244
244

151
176

241
279

192
164
168

125
85

30
14
5
1 100以上
95 － 99
90 － 94
85 － 89
80 － 84
75 － 79
70 － 74
65 － 69
60 － 64
55 － 59
50 － 54
45 － 49
40 － 44
35 － 39
30 － 34
25 － 29
20 － 24
15 － 19
10 － 14
 5 －  9
 0 －  4

153
172

154
164
179
177

233
211

171
189

230
234

205
198
195

167
137

93
44

15
3

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成20年1月1日現在

総人口　6,621人
 （＋30）
世帯数　2,706世帯
 （＋12）
和木町の面積　10.56

（＋15） （＋15）
 3,297人　男 女　3,324人
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